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(57)【要約】
【課題】手間がかかることがなく、決済の結果を所定時
間内に出すことができるカード決済システムを提供する
。
【解決手段】利用者が購入したい購入品名と購入金額と
が入力可能で、利用者カードから吸い上げた承認者の端
末のアドレスへ購入品名と購入金額とを送信可能な販売
者の端末２を備え、販売者の端末２が承認者の端末４か
ら承認の信号を受信した場合に、販売者の端末に決済を
行う信号を出力する決済手段６と、販売者の端末２が承
認者の端末４から否認の信号を受信した場合又は承認者
の端末４から設定された所定時間内に承認又は否認の信
号を受信しなかった場合に、利用者に決済ができないこ
とを報知する報知手段７及び利用者の購入品の決済を否
認した旨のメールを承認者の端末に自動送信するメール
自動送信手段８と、を備えている。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　利用者に代わって支払いを承認する承認者の氏名及び該承認者の端末のアドレスが記憶
され該承認者の端末からの承認で決済が行える利用者カードと、
　利用者が購入したい購入品名と購入金額とが入力可能で、かつ、前記利用者カードから
吸い上げた前記承認者の端末のアドレスへ該購入品名と購入金額とを送信可能な販売者の
端末と、を備え、
　前記販売者の端末には、前記承認者の端末からの承認又は否認を受信する受信手段と、
該受信手段が前記承認者の端末から承認の信号を受信した場合に、前記販売者の端末に決
済を行う信号を出力する決済手段と、前記受信手段が前記承認者の端末から否認の信号を
受信した場合又は前記承認者の端末から設定された所定時間内に承認又は否認の信号を受
信しなかった場合に、利用者に決済ができないことを報知する報知手段及び利用者の購入
品の決済を否認した旨のメールを前記承認者の端末に自動送信するメール自動送信手段と
、
　を備えていることを特徴とするカード決済システム。
【請求項２】
　前記利用者カードは、複数の承認者の氏名及び該複数の承認者の端末のアドレスが決済
の承認の可能性の高い順に記憶可能に構成され、
　前記複数の承認者のうちの第１番目に記憶されている承認者が前記利用者の購入品の決
済を否認した場合に、第２番目に記憶されている承認者に前記販売者の端末から前記利用
者の購入品名と購入金額とを自動送信する自動送信手段を該販売者の端末に備えているこ
とを特徴とする請求項１に記載のカード決済システム。
【請求項３】
　前記承認者が前記決済対象となっている購入品よりも以前に承認した購入品名と購入金
額とが履歴として記憶する記憶手段を備えるサーバを備え、前記承認者の端末からの要求
信号により該記憶手段から履歴を該承認者の端末に前記サーバから送信することを特徴と
する請求項１又は２に記載のカード決済システム。
【請求項４】
　前記利用者カードには、近距離無線通信により識別子を付したビーコン信号を送信する
ビーコン送信手段を備え、
　前記ビーコン送信手段から送信されたビーコン信号を近距離無線通信により受信するた
めの多数のビーコン受信手段を前記販売者の店内又は店外に備え、
　前記販売者の端末には、前記ビーコン受信手段から受信した信号に基づいて前記利用者
カードの位置を特定するための制御部を備えていることを特徴とする請求項１～３のうち
のいずれか１項に記載のカード決済システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、利用者が未成年者である場合、未成年者用の利用者カードを作成し、その利
用者カードを利用して購入したい購入品の代金の決済を承認者からの承認により行えるよ
うにしたカード決済システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、親から預かった現金を未成年者である子供が店舗まで持参して子供だけで買
い物をする場合がある。この場合、子供が親に伝えていた商品とは異なる商品を購入する
等、子供が持参する金銭の使途を親が制限することができないという問題がある。
【０００３】
　また、子供の買い物に親が同行しないで、子供に現金を持たせて子供だけで買い物を行
う場合、対象とする商品によっては高額な現金を子供が持ち歩くことになる。その結果、
子供が現金を紛失してしまうトラブルが発生するという問題がある。
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【０００４】
　これに対して、たとえば「家族カード」と称される特定のクレジットカードを利用する
ことにより、クレジットカードの所有者である顧客（親）が商品やサービスを享受する顧
客（子供）に同行しなくてもクレジットカードを利用した決済を行うことができるが、こ
の場合、親にはクレジットカードの利用金額のみが決済完了後に伝えられるため、親は子
供がどのような商品やサービスを享受したかを確認することができないという問題がある
。
【０００５】
　また、ネットショッピングと称されるインターネットを利用して買い物を行う場合、試
着など実物に触れることができないため、商品が実際に手元に届いてから、「サイズが合
わない」、「想定した色と異なる」等の不具合が生じることがある。この場合、折角購入
したものの、利用機会が少なくなり（あるいは利用しなくなり）、不経済であるという問
題がある。また、インターネットを利用して買い物を行う場合、決済対象となった商品名
などの詳細な内容が記録されたレシートが発行されないため、親は子供がどのような商品
やサービスを享受したかを確認することができないという問題がある。
【０００６】
　そこで、上述した問題点を解消するため、クレジットカードを所有する顧客がクレジッ
トカードを利用する現場に同行することなく、クレジットカードを利用することにより享
受できる商品やサービスの範囲を制限するとともに、クレジットカードを利用することに
より商品やサービスを享受する顧客に対して、享受する商品やサービスの選択の自由度を
確保することができる買い物支援装置が提案されている。
【０００７】
　この買い物支援装置は、顧客の端末装置から受信した買い物条件通知を記憶しておき、
店舗の端末装置から商品情報を受信すると、決済対象となる商品が買い物条件に該当する
商品であるか否かを判断し、買い物条件に該当する商品であると判断した場合に、決済対
象となる商品の決済要求を顧客の端末装置に出力する。その後、顧客の端末装置から受信
した承認結果に基づいて、店舗の端末装置に対して決済指示を出力する（例えば特許文献
１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】特開２０１３－２１０７４１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　上記特許文献１の構成では、顧客の端末装置に予め買い物条件通知を記憶させなければ
ならず、手間がかかるという不都合がある。また、買い物条件が狭い条件であると、決済
対象となる商品が買い物条件に該当する商品にならないことが多くなり、その都度、買い
物条件を追加又は変更しなければならず、益々手間がかかるという不都合が発生する。
【００１０】
　また、決済対象となる商品の決済要求を顧客の端末装置に出力してから、顧客の端末装
置からの承認結果を受信するまで店舗の端末装置に対して決済指示を出すことができない
。その結果、来店している家族が待ちくたびれてしまうという不都合もあり、改善の余地
があった。因みに、家族が来店した時に顧客の端末装置に事前通知を送信することが記載
されているものの、例えば急用や仕事中等の理由により顧客の端末装置からの承認結果を
直ちに得られないこともあり、来店している家族が待ちくたびれてしまうという不都合を
解消することができない。
【００１１】
　本発明は前述の状況に鑑み、解決しようとするところは、手間がかかることがなく、決
済の結果を所定時間内に出すことができるカード決済システムを提供するものである。
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【課題を解決するための手段】
【００１２】
　本発明のカード決済システムは、前述の課題解決のために、利用者に代わって支払いを
承認する承認者の氏名及び該承認者の端末のアドレスが記憶され該承認者の端末からの承
認で決済が行える利用者カードと、利用者が購入したい購入品名と購入金額とが入力可能
で、かつ、前記利用者カードから吸い上げた前記承認者の端末のアドレスへ該購入品名と
購入金額とを送信可能な販売者の端末と、を備え、前記販売者の端末には、前記承認者の
端末からの承認又は否認を受信する受信手段と、該受信手段が前記承認者の端末から承認
の信号を受信した場合に、前記販売者の端末に決済を行う信号を出力する決済手段と、前
記受信手段が前記承認者の端末から否認の信号を受信した場合又は前記承認者の端末から
設定された所定時間内に承認又は否認の信号を受信しなかった場合に、利用者に決済がで
きないことを報知する報知手段及び利用者の購入品の決済を否認した旨のメールを前記承
認者の端末に自動送信するメール自動送信手段と、を備えていることを特徴とする。
【００１３】
　本発明によれば、利用者が販売店に行って販売者の端末に利用者カードの情報を吸い上
げるとともに、利用者が購入したい購入品名と購入金額とを、販売者の端末に入力する。
すると、利用者カードから吸い上げた承認者の端末のアドレスへ購入品名と購入金額とが
送信される。販売者の端末の受信手段が、承認者の端末から承認の信号を受信すると、決
済手段が販売者の端末に決済を行う信号を出力し、決済が行われ、利用者は購入品を持ち
帰ることができる。これとは逆に、販売者の端末の受信手段が、承認者の端末から否認の
信号を受信した場合又は承認者の端末から設定された所定時間内に承認又は否認の信号を
受信しなかった場合には、報知手段が、利用者に購入品の決済ができないことを報知し、
また、メール自動送信手段が、利用者の購入品の決済を否認した旨のメールを承認者の端
末に自動送信することによって、決済の結果を所定時間内に出すことができるので、来店
している利用者が待ちくたびれるといったことがない。
【００１４】
　又、本発明のカード決済システムは、前記利用者カードは、複数の承認者の氏名及び該
複数の承認者の端末のアドレスが決済の承認の可能性の高い順に記憶可能に構成され、前
記複数の承認者のうちの第１番目に記憶されている承認者が前記利用者の購入品の決済を
否認した場合に、第２番目に記憶されている承認者に前記販売者の端末から前記利用者の
購入品名と購入金額とを自動送信する自動送信手段を該販売者の端末に備えていてもよい
。
【００１５】
　上記のように、複数の承認者の氏名及び複数の承認者の端末のアドレスが決済の承認の
可能性の高い順に記憶されていれば、自動送信手段が複数の承認者のうちの第１番目に記
憶されている承認者が利用者の購入品の決済を行いやすい。また、第1番目の承認者か購
入品の決済を否認したとしても、第２番目に記憶されている承認者に販売者の端末から利
用者の購入品名と購入金額とを自動送信手段により自動送信することによって、第２番目
の承認者が承認すれば、利用者が購入品を持ち帰ることができる可能性がある。
【００１６】
　又、本発明のカード決済システムは、前記承認者が前記決済対象となっている購入品よ
りも以前に承認した購入品名と購入金額とが履歴として記憶する記憶手段を備えるサーバ
を備え、前記承認者の端末からの要求信号により該記憶手段から履歴を該承認者の端末に
前記サーバから送信する構成であってもよい。
【００１７】
　上記のように、承認者が承認した購入品名と購入金額とが履歴として記憶する記憶手段
をサーバに備えていれば、承認者が決済対象となっている購入品よりも以前に承認した購
入品名と購入金額とを知りたい場合に、サーバに承認者の端末からアクセスして記憶手段
から履歴を知ることができる。
【００１８】
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　又、本発明のカード決済システムは、前記利用者カードには、近距離無線通信により識
別子を付したビーコン信号を送信するビーコン送信手段を備え、前記ビーコン送信手段か
ら送信されたビーコン信号を近距離無線通信により受信するための多数のビーコン受信手
段を前記販売者の店内又は店外に備え、前記販売者の端末には、前記ビーコン受信手段か
ら受信した信号に基づいて前記利用者カードの位置を特定するための制御部を備えている
構成であってもよい。
【００１９】
　上記のように、利用者カードにビーコン送信手段を備えるとともに、多数のビーコン受
信手段を販売者の店内又は店外に備えておけば、店内又は店外における利用者の位置をい
つでも探し出すことができる。これにより、利用者（例えば子供）の迷子や利用者（老人
）の徘徊等が発生しても、直ちに利用者の位置を特定し、保護することができる。
【発明の効果】
【００２０】
　本発明によれば、承認者の端末から設定された所定時間内に承認又は否認の信号を受信
しなかった場合には、報知手段が、利用者に決済ができないことを報知し、また、メール
自動送信手段が、利用者の購入品の決済を否認した旨のメールを承認者の端末に自動送信
することによって、買い物条件を記憶させておく手間がかかることがなく、決済の結果を
所定時間内に出すことができるカード決済システムを提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】本発明のカード決済システムの基本構成を示すブロック図である。
【図２】本発明のカード決済システムにより購入品を購入する手順を示すフローチャート
である。
【図３】購入品の購入品名と金額と外観画像が表示された承認者の端末の表示画面の正面
図である。
【図４】本発明のカード決済システムにより購入品を購入する他の手順を示すフローチャ
ートである。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　図１に、本発明のカード決済システムの基本構成を示している。このカード決済システ
ムは、未成年者や老人等のクレジットカードやデビットカードを作製することができない
利用者が利用者カード（以下において単にカードという）１を作製し、そのカード１を用
いて利用者が店舗で購入したい購入品の決済を行うためのシステムである。ここでいうカ
ードは、利用制限のある（後述する承認者からの承認を受けて利用できる）クレジットカ
ードやデビットカードに相当するが、利用制限のある各種カードであってもよい。
【００２３】
　具体的には、カード決済システムは、カード１と、カード１の情報を吸い上げて送信を
行う販売者の端末２と、インターネットＨを介して接続されるサーバ３と、を備えている
。
【００２４】
　カード１は、利用者に代わって支払いを承認する承認者の氏名及び承認者の端末４のア
ドレスが記憶されており、承認者の端末４から受信した承認の信号に基づいて決済が行え
るカードである。また、カード１は、充電可能なバッテリＢを搭載している。利用者が未
成年者の場合には、承認者としては、近親者である両親、祖父母、伯父、叔母、成人して
いる（クレジットカードを作製できる）兄や姉等が考えられるが、他人であってもよい。
また、利用者が老人である場合には、承認者は、クレジットカードを作製できる兄弟姉妹
や伯父や叔母の他、成人している（クレジットカードを作製できる）子供等が考えられる
が、他人であってもよい。決済に利用する口座としては、承認者自身の口座の他、親であ
れば、子供用に開設している口座等であってもよい。
【００２５】
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　販売者の端末２は、利用者が購入したい購入品名と購入金額とが入力可能で、かつ、カ
ード１から吸い上げた承認者の端末４のアドレスへ入力された購入品名と購入金額とを送
信可能に構成されている。また、販売者の端末２は、カード１に備えるバッテリＢを急速
充電可能な充電手段２０を有している。ここでは、充電手段２０を、販売者の端末２に備
えているが、販売者の端末２とは別の単独の充電手段であってもよい。
【００２６】
　また、販売者の端末２には、承認者の端末４からの決済の承認又は否認を受信する受信
手段５と、受信手段５が承認者の端末４から決済の承認の信号を受信した場合に、販売者
の端末２に決済を行う信号を出力する決済手段６と、受信手段５が承認者の端末４から決
済の否認の信号を受信した場合又は承認者の端末４から設定された所定時間内に決済の承
認又は否認の信号を受信しなかった場合に、利用者に決済ができないことを報知する報知
手段７及び利用者の購入品の決済を否認した旨のメールを承認者の端末４に自動送信する
メール自動送信手段８と、を備えている。ここでいう所定時間とは、販売者が自由に設定
することができる時間であるが、最大で１時間以内の任意の時間に設定することが好まし
く、例えば１０分、２０分、３０分、４０分、５０分、１時間等に設定可能であるが、1
時間を超える時間に設定することも可能である。
【００２７】
　報知手段７としては、図示していないが、販売者の店内（例えばレジの傍）に備えてい
る決済状況をメッセージとして表示する電光掲示板、決済状況を音声に変換する音声変換
手段の他、決済状況を直接伝えるために利用者を呼ぶために利用者毎に設定した受付番号
を表示する表示部または該受付番号を発する音声発生器等が挙げられる。
【００２８】
　カード１には、更にＩＣチップからなる記憶手段９を備え、その記憶手段９は、複数の
承認者の氏名及び複数の承認者の端末のアドレスが決済の承認の可能性の高い順に入れ替
えられて記憶可能に構成されている。この記憶手段９に記憶されている複数の承認者のう
ちの第１番目に記憶されている承認者が利用者の購入品の決済を否認した場合に、第２番
目に記憶されている承認者に販売者の端末から利用者の購入品名と購入金額とを自動送信
する自動送信手段１０を販売者の端末２に備えている。
【００２９】
　承認者が今回の決済対象となっている購入品よりも以前に承認した購入品名と購入金額
とが履歴として記憶する記憶手段１１を備えるサーバ３を備え、承認者の端末４からの要
求信号により記憶手段１１から履歴を承認者の端末４にサーバ３から送信するように構成
されている。サーバ３には、送受信手段１２を備えており、インターネットＨを介して送
信及び受信を行うことができるようになっている。このように、承認者が承認した購入品
名と購入金額とが履歴として記憶する記憶手段１１をサーバ３に備えていれば、承認者が
今回決済対象となっている購入品よりも以前に承認した購入品名と購入金額とを知りたい
場合に、サーバ３に承認者の端末４からアクセスして記憶手段１１から履歴を知ることが
できる。
【００３０】
　カード１には、近距離無線通信により識別子を付したビーコン信号を送信するビーコン
送信手段１３を備え、ビーコン送信手段１３から送信されたビーコン信号を近距離無線通
信により受信するための多数のビーコン受信手段１４を販売者の店内１５に備え、販売者
の端末２には、ビーコン受信手段１４から受信した信号に基づいてカード１の位置を特定
するための制御部１６を備えている。このようにカード１にビーコン送信手段１３を備え
るとともに、多数のビーコン受信手段１４を販売者の店内１５に備えているので、店内１
５における利用者の位置をいつでも探し出すことができる。これにより、利用者（例えば
子供）の迷子や利用者（老人）の徘徊等が発生しても、直ちに利用者の位置を特定し、保
護することができる。ここでは、多数のビーコン受信手段１４を販売者の店内１５に備え
ている場合を示しているが、多数のビーコン受信手段１４を、販売者の店外のみ、又は店
内１５と店外の両方に備えて店外における利用者の位置をいつでも探し出すことができる
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ようにしてもよい。
【００３１】
　また、販売者の端末２は、スマートホンや、ＰＤＡ（Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｄｉｇｉｔａ
ｌ　Ａｓｓｉｓｔａｎｔ）、ノートパソコン、パネルパソコンを含む小型な電子機器の他
、デスクトップパソコンから構成され、送受信部を備えるとともに、カード１に記憶され
ている情報を読み取る又は読み取った情報を書き込むためのリーダライタ１７を備えてい
る。このリーダライタ１７は、販売者の端末２とは別の構成であってもよいし、組み込ま
れて一体化したものであってもよい。
【００３２】
　承認者の端末４も、販売者の端末２と同様に、スマートホンや、ＰＤＡ（Ｐｅｒｓｏｎ
ａｌ　Ｄｉｇｉｔａｌ　Ａｓｓｉｓｔａｎｔ）、ノートパソコン、パネルパソコンを含む
小型な電子機器の他、デスクトップパソコンから構成され、送受信部１９を備えている。
【００３３】
　販売者の端末２に、利用者が購入したい購入品名と購入金額とが入力され、カード１か
ら吸い上げた承認者の端末４のアドレスへ入力された購入品名と購入金額とが送信される
と、承認者の端末４にメールが届く。届いてから、承認者がメールを開くと、図３に示す
ように、画面１８に「下記の購入品の承認をお願いします。」とのメッセージが表示され
るとともに、表に購入品名と金額と外観画像（ここでは外観画像を表示しているが、無く
てもよい）が表示される。また、画面の下側に「承認」及び「否認」の押しボタンが表示
され、いずれかを押すことによって、購入品の決済の承認又は否認を選択することができ
る。
【００３４】
　上記構成のカード決済システムにより購入品を決済する手順を図２のフローチャートに
基づいて説明する。図２では、カード１の記憶手段９に記憶されている承認者が一人の場
合に設定している。
【００３５】
　まず、カード１の記憶手段９に記憶されている情報（ここでは、承認者の氏名とアドレ
ス）をリーダライタ１７により読み取り販売者の端末２に記憶させる（ステップＳ１）。
利用者が購入したい購入品名と購入金額を販売者の端末２に入力する（ステップＳ２）。
尚、購入品名と購入金額を販売者の端末２に入力する方法としては、販売者がキーボード
等を用いて直接入力する、又はスキャナー等により購入品の包材のバーコードを読み取る
、あるいは販売者の端末２に記憶している多数の購入品の中から選択することが考えられ
る。購入品名と購入金額が販売者の端末２に入力されると、販売者の端末２が承認者の端
末４のアドレスへ購入品名と購入金額を送信する（ステップＳ３）。尚、図３に示す購入
品の外観画像も一緒に送信すれば、承認者は購入品をより一層把握し易い。
【００３６】
　送信完了後は、承認者の端末４からの受信があるかどうかを確認する（ステップＳ４）
。承認者から承認の信号を販売者の端末２が受信すると（ステップＳ５）、購入品の決済
処理を販売者の端末２又は別の決済装置で行ってから（ステップＳ６）、購入品を利用者
に渡して販売者の端末２の表示画面に表示されている「購入品を渡す」のボタンを押すこ
とによって（ステップＳ７）、制御を終了する。これに対して、ステップＳ５で承認者の
端末４から否認する信号を販売者の端末２が受信する、又は所定時間経過しても承認者の
端末４からの受信がない場合には（ステップＳ８）、例えば電光掲示板により決済ができ
ないことを利用者に報知する（ステップＳ９）とともに、販売者の端末２から購入品の決
済を否認した旨のメールを承認者の端末４へ送信して（ステップＳ１０）、制御を終了す
る。上記のように、決済の結果を所定時間内に出すことができるので、来店している利用
者が待ちくたびれるといったことがない。
【００３７】
　次に、カード決済システムにより購入品を決済する他の手順を図４のフローチャートに
基づいて説明する。図４では、カード１の記憶手段９に記憶されている承認者が二人の場
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合に設定されている点が図２とは異なる。
【００３８】
　まず、カード１の記憶手段９に記憶されている情報（ここでは、第１番目の承認者の氏
名とアドレス並びに第２番目の承認者の氏名とアドレス）をリーダライタ１７により読み
取り販売者の端末２に記憶させる（ステップＳ２０）。利用者が購入したい購入品名と購
入金額を販売者の端末２に入力する（ステップＳ２１）。尚、購入品名と購入金額を販売
者の端末２に入力する方法としては、販売者がキーボード等を用いて直接入力する、又は
スキャナー等により購入品の包材のバーコードを読み取る、あるいは販売者の端末２に記
憶している多数の購入品の中から選択することが考えられる。購入品名と購入金額が販売
者の端末２に入力されると、販売者の端末２が第１番目の承認者の端末４のアドレスへ購
入品名と購入金額を送信する（ステップＳ２２）。尚、図３に示す購入品の外観画像も一
緒に送信すれば、承認者は購入品をより一層把握し易い。
【００３９】
　送信完了後は、第１番目の承認者の端末４からの受信があるかどうかを確認する（ステ
ップＳ２３）。第１番目の承認者から購入品の決済の承認の信号を販売者の端末２が受信
すると（ステップＳ２４）、購入品の決済処理を販売者の端末２又は別の決済装置で行っ
てから（ステップＳ２５）、購入品を利用者に渡して販売者の端末２の表示画面に表示さ
れている「購入品を渡す」のボタンを押すことによって（ステップＳ２６）、制御を終了
する。これに対して、ステップＳ５で第１番目の承認者の端末４から購入品の決済を否認
する信号を販売者の端末２が受信する、又は所定時間経過しても承認者の端末４から受信
がない場合には（ステップＳ２７）、販売者の端末２が、第２番目の承認者の端末４のア
ドレスへ購入品名と購入金額を送信する（ステップＳ２８）。この場合も、図３に示す購
入品の外観画像も一緒に送信すれば、承認者は購入品をより一層把握し易い。送信完了後
は、第２番目の承認者の端末（図示せず）からの受信があるかどうかを確認する（ステッ
プＳ２９）。第２番目の承認者から購入品の決済の承認の信号を販売者の端末２が受信す
ると（ステップＳ３０）、前述したステップＳ２５へ移行する。これに対して、ステップ
Ｓ３０で第２番目の承認者の端末から購入品の決済を否認する信号を販売者の端末２が受
信する、又は所定時間経過しても第２番目の承認者の端末から受信がない場合には（ステ
ップＳ３１）、例えば電光掲示板により決済ができないことを利用者に報知する（ステッ
プ３２）とともに、販売者の端末２から決済を否認した旨のメールを第２番目の承認者の
端末へ送信して（ステップＳ３３）、制御を終了する。
【００４０】
　尚、本発明は、上記実施形態に限定されるものではなく、本発明の要旨を逸脱しない範
囲で種々の変更が可能である。
【００４１】
　上記実施形態では、購入品が１個の場合を示したが、２個以上であってもよい。
【００４２】
　また、上記実施形態では、承認者が１名又は２名の場合を示したが、３名以上であって
もよい。
【００４３】
　また、上記実施形態では、承認者の端末から設定された所定時間内に決済の承認又は否
認の信号を受信しなかった場合に、利用者に決済ができない構成としたが、承認者の端末
から設定された第１の所定時間を過ぎてから第２の所定時間内に決済の承認の信号を受信
した場合には、決済処理を行い、利用者にメールする又は電話することにより決済された
購入品を取りに来てもらうようにしてもよい。
【符号の説明】
【００４４】
　１…カード、２…販売者の端末、３…サーバ、４…承認者の端末、５…受信手段、６…
決済手段、７…報知手段、８…メール自動送信手段、９…記憶手段、１０…自動送信手段
、１１…記憶手段、１２…送受信手段、１３…ビーコン送信手段、１４…ビーコン受信手



(9) JP 2018-116448 A 2018.7.26

段、１５…店内、１６…制御部、１７…リーダライタ、１８…画面、１９…送受信部、Ｈ
…インターネット

【図１】 【図２】
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